
部
員
５
名
＋
馬
渕
先
生

科
学
同
好
会
（
左
写
真
）
が
熱
心

に
活
動
し
て
い
る
。
現
在
、
部
員
は

５
名
。
中
村
真
子
さ
ん
（
３-

１
）
、

細
田
美
桜
さ
ん
、
佐
藤
作
さ
ん
（
３

-

２
）
、
加
藤
大
智
さ
ん
（
３-

３
）
、

間
宮
さ
く
ら
さ
ん
（
２-

１
）
。
顧

問
は
馬
渕
直
人
先
生
。

科
学
の
知
識
つ
け
研
究
発
表

火
水
木
曜
日
の
放
課
後
と
土
曜
日

が
活
動
日
。N

e
w
t
o
n

（
科
学
雑
誌
）

の
読
み
合
わ
せ
な
ど
を
し
て
科
学
的

な
知
識
を
つ
け
た
り
、
テ
ー
マ
を
決

め
て
調
査
研
究
し
、
プ
レ
ゼ
ン
演
習

も
し
て
い
る
。
中
村
さ
ん
、
細
田
さ

ん
は
昨
年
度
、
「
小
樽
西
部
海
岸
に

お
い
て
約
１
０
０
０
年
前
前
の
海
底

火
山
の
噴
火
活
動
史
を
明
ら
か
に
す

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
ド
リ
プ

ロ
で
松
田
義
章
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
深
め
、
東
京
工
科
大
学
で
発
表

す
る
機
会
を
得
て
い
る
。
今
年
は
さ

ら
に
そ
の
研
究
の
精
度
を
上
げ
、
地

学
学
会
や
高
文
連
で
発
表
す
る
予
定

だ
。

大
学
入
試
に
役
立
つ

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
学
び
は
大
学

入
試
対
策
に
も
つ
な
が
る
。
推
薦
入

試
、
総
合
型
入
試
に
必
要
な
小
論
文

の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

だ
。
部
員
も
「
知
識
を
つ
け
ら
れ
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
」
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
高
い
。
ド
リ
プ
ロ
で
は
１

回
の
発
表
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
が
、

学
会
発
表
と
い
う
目
標
を
持
つ
と
、

研
究
を
継
続
で
き
る
。
「
馬
渕
先
生

の
ご
指
導
の
下
、
科
学
の
知
識
が
つ

き
ま
す
。
」
科
学
に
興
味
が
あ
り
、

深
め
た
い
人
は
是
非
訪
ね
て
ほ
し
い
。

(1)第５号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２５年４月２４日

学

道

一

如
発行

小樽双葉高校
生徒会通信

2025年4月24日
第５号

エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
を
発
見
。

可
憐
な
野
の
花
が
咲
い
て
い
る
。

オ
タ
モ
イ
の
海
岸
を
探
検
。

松
田
先
生
も
講
師
と
し
て
活
躍
。

私
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
を
探
し
に
「
自
然
観
察
会
」
（
小
樽
博
物
館
主
催
）

４
月
19
日
、
科
学
同
好
会
が
往
復
３
時
間
か
け
て
、
オ
タ
モ
イ
の
自
然
を
観
察
し
た
。

科
学
同
好
会
学
会
発
表
に
挑
む

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
発
に

忍路の枕状溶岩をバックに松田先生と

科
学
同
好
会
が
発
足
し
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
学
会
や
高
文
連
で
の
発

表
を
視
野
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
し
て
地
質
の
研
究
な
ど
を
し
て
い
る
。

↑

忍
路
の
枕
状
溶
岩
を
調
査

↑

地
層
の
方
角
を
確
認
し
て
い
る
。
ど

の
方
向
に
引
っ
張
ら
れ
、
ズ
レ
が
生
じ

て
い
る
の
か
、
方
向
を
測
っ
て
い
る
。

↑

塩
谷
の
地
質
を
調
査




